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    保 存 版           

 

   船橋市いきいき同窓会会則 

 
第１章   総  則 

（名 称） 

第１条  

１ 本会は、船橋市いきいき同窓会と称する。 

  ２ 本会の事務所を、会長宅に置く。 

 

第２章   会  員 

（会 員） 

第２条  

１ 本会は、船橋市老人大学修了生並びにふな

ばし市民大学校いきいき学部修了生をも

って、会員とする。 

２  本会は、各学科のクラス会、同好会を基盤

とした組織とする。 

３  クラス会解散後及びクラス会退会後も個

人として会員継続を希望する人は、届出 

  により個人会員とする。なお個人会員に

ついては、同窓会が直接対応するものと

する。 

４  市民大学校を再入学後の所属クラスは本

人が選択し、必ず届出を行うものとする。 

５  会員は、年会費を納入する。 

  

  第３章   目的及び事業 

 （目 的） 

第３条 本会は、会員が生涯学習により教養を深 

    め豊かな心の涵養、相互の親睦、心身の

健康、福祉の増進等を通じて生き甲斐の

ある生活の向上を図り、地域社会に寄与

する事を目的とする。 

 （事 業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため次の

事業を行う。 

１ 会報・会員名簿の発行 

２ 作品展・芸能大会等の文化的諸行事の開 

  催 

３ 体育祭、各種スポーツ大会等の開催 

４ 趣味・教養・スポーツ等の同好会活動に対

する助成 

５ 会員相互や地域の人々の健康増進・知識・

教養向上のために、講演会・講習会等の開催又は

開催支援 

６ 小さな親切運動、ボランティア活動参加へ

の支援 

７ 在校生との連絡・交流に関する活動 

 

  第４章   組  織 

 （部の設置） 

第５条  

１ 本会の円満な運営を図るため、次の部を設

置する。 

 （１）総務部 （２）会計部 （３）広報部 

（４）文化部 （５）健康スポーツ部  

（６）同好会推進部 

 

 ２ 各部の所掌事項は細則で定める。 

 

 （理事） 

第６条  

１ 本会は、クラス会より推薦された理事をも

って理事会を構成する。なお、クラス会

より推薦される理事は、原則として１名

とする。 

２ 修了後初年度のクラスは、２名の理事を推 

選する。原則として男女各１名とする。 

 ３ 会長が同窓会運営上必要と認めた会員を 

理事として推薦する事が出来る 

（これを特認理事と称する。） 

 ４ 会長が同窓会運営上必要と認めた個人 

   会員を理事として推薦する場合は、  

本人の承諾を得るものとする。 

 

  

 

  （役員及び監事） 

第７条  

1 本会に次の役員及び監事を置く。 

 （１） 会長    １名 

 （２） 副会長   ４名以内 

 （３） 部長    若干名 

 （４） 副部長   若干名 

 （５） 監事    ３名  

 

２ 会長、副会長は次の手順で選出し定める。 

  （１）任期終了年度の 11 月までに部長会内に
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会長推薦委員会を設置する。 

     （２）会長推薦委員会は、まず理事より

の立候補を募る。立候補者は推薦

委員会委員長に立候補主旨書を添

えて立候補届出書を提出する。そ

の中から、理事相互の選挙により

選出する。 

     （３）立候補者が居なかった場合は、会

長推薦委員会として適任者を選定

し、理事会に諮って、総会の承認を

得て定める。 

  ３ 部長及び副部長は、各部に配属された

理事が互選し、会長がこれを承認する。 

   ４ 監事は、理事会の推薦により、会長がこ

れを定める。 

 

 （理事・役員及び監事の職務） 

第８条 理事・役員及び監事の職務は次の通りと 

    する。 

 １ 会長は、本会を代表して会務を統括する。 

 ２ 副会長は、会長を補佐し、会長が事故ある 

ときはその職務を代行する。代行順位は副 

会長の合議による。 

３ 部長は、その担当部を主管する。 

 ４ 副部長は、部長を補佐する。 

 ５ 理事は、理事会に出席し、議決を行うとと 

もに、所属のクラス会,又は同好会と本会 

との連絡調整等の任務のほか、各部に所属 

して、その所掌事項の推進に当たる。 

 ６ 監事は、本会の会計を監査する。 

 

 （任  期） 

第９条  

１ 理事・役員及び監事の任期は、２年とし再 

選を妨げない。 

 ２ 理事、役員及び監事に欠員が生じたとは、 

これを補充し、その任期は前任者の残存期 

間とする。 

  

 （総会への報告） 

第 10 条  

１ 本会の会長、副会長及び監事の選任につい 

ては、総会に報告し、その承認を求めなけ 

ればならない。 

 ２ 理事及び第 12条で定める顧問については 

総会に報告するものとする。 

  （名誉会長） 

第 11 条 本会は、ふなばし市民大学校校長（船橋

市長）を名誉会長に推戴する。 

 

  （顧問） 

第 12 条  

1 本会の円滑な運営を図るため、理事の 

承認を得て、顧問を置くことができる。  

２ 顧問は、会長・副会長経験者より選任し、本

会の運営上重要な事項について、会長の諮問

に応じ、または会長に助言する。 

３ 顧問の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 

第５章   会  議 

  （種  別） 

第 13 条 会議は、総会、理事会、部長会とす

る。 

   

  （総会の機能） 

第 14 条 総会は、本会の最高の決議機関であり、

次の事項を決議する。 

１ 事業計画並びに予算・決算の承認 

 ２ 会則の改廃 

 ３ 会長、副会長、監事の承認 

  ４ 本会の運営に関する重要事項 

 

  （総会の招集及び会議の成立） 

第 15 条  

1 総会は、毎年 5 月末までに開催し、会長が

招集する。 

  ２  臨時総会は、必要に応じて招集するこ

とができる。 

  ３  総会を招集するときは、総会の日時、場

所、議案を明記した開催通知を、会長

名をもって全会員に対して配布し、出

席を促すよう努めなければならない。 

  ４  総会は、前項を受けて出席した会員に

よって構成され成立する。 

 （議長及び議決） 

第 16 条  

1 総会の議長、副議長は総会にて選任する。 

 ２ 会議の議決は、出席会員の２分の１以 

上の同意をもって成立する。可否同数の 

時は、議長が決定するものとする。 
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 （理事会） 

第 17 条 理事会は、総会に次ぐ議決機関であり、

次の事項を議決する。 

 （１） 役員の選任及び監事の推薦 

 （２） 総会に付議する事項その他重要事項 

 

（部長会） 

第 18 条  

１ 部長会は、会長、副会長及び部長によっ 

 て構成し次の業務を行う。 

  （１） 本会の運営にかかわる全般的な企画、

立案を行う。 

  （２） 理事会に諮る議案作成について協議し、

議決機関で決定された諸事項および

日常業務を執行する。 

 

 ２ 部長会の課題によっては、各部の事務担 

当者が出席し意見を述べる事が出来る。 

 

   第６章   会計及び会計監査 

 

 （経  費） 

第 20 条  

１ 本会の運営は、年会費及び市の助成金その 

他、寄付金等の収入を持って充てる。 

 ２ 会員の納入する年会費の金額は、細則で

定める。 

 

 （会計年度） 

第 21 条 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日より

始まり、翌年 3 月 31 日までとする。 

 

  （決  算） 

第 22 条 本会の決算は、監事の監査を受けて総

会に報告し、その承認を得なければな

らない。 

 

  第７章   雑  則 

  

  （慶弔及び表彰） 

第 23 条 本会の慶弔並びに表彰に関する事項

は、細則をもって定める。 

 

 

    付  則 

 

 １ この会則は、昭和 63 年４月１日より実施   

   する。 

 ２ 平成 ２年４月１日 一部改正 

 ３ 平成 ３年４月１日 一部改正 

 ４ 平成 ４年４月１日 一部改正 

 ５ 平成 ９年４月１日 一部改正 

 ６ 平成 11 年４月１日 一部改正 

 ７ 平成 12 年４月１日 一部改正 

 ８ 平成 13 年４月１日 一部改正 

 ９ 平成 14 年４月１日 一部改正 

         （協力金追加） 

 10 平成 16 年４月１日 一部改正 

         （相談役新設） 

 11 平成 17 年４月１日 一部改正 

         （会名変更等） 

 12 平成 18 年４月１日 一部改正 

         （終身会員制変更等） 

 13 平成 31 年 4 月１日 一部改正 

          (個人会員新設等) 

  14  令和 4 年 4 月 1 日 一部改正 

        （協力会員制廃止等） 

 15  令和 5 年 4 月 1 日 一部訂正    

        （第 4 章部の設置等） 
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船橋市いきいき同窓会細則 

 
第１章   総  則 

 

 （目  的） 

第 1 条 船橋市いきいき同窓会細則（以下本細則 

という）は、同窓会会則を補完し、本会  

    の適正・円滑な運営を図るために定める。 

 

 （制  定） 

第 2 条 本細則の制定改廃は、理事会において行 

    う。 

 

  第２章  部の所掌事項・運営 

  

 （所掌事項） 

第 3条  各部の所掌事項は、次のとおりとする。 

 （１）総務部 

   ア 組織・機構の整備 

   イ 規定の立案 

   ウ 会議の開催・諸会議の議案及び資料 

     の作成と取りまとめ、配布準備 

   エ 行事の調整、各部諸行事に対する協 

     力 

   オ 慶弔及び表彰に関すること 

   カ 会員の入退管理 

   キ 会員名簿の作成 

ク その他各部に属さない事項 

    （注）上記総務部所掌事項のウ・エの資

料作成等の事務処理担当者の

選任については、特例として理

事以外の会員の中からも選出

する事ができることとし、当該

担当者は、諸会議に随時陪席す

ることができるものとする。 

 

 （２）会計部 

   ア 予算及び決算に関すること 

   イ 収入・支出の運営及び管理 

   ウ 会員名簿の管理 

 

 （３）広報部 

   ア 本会活動情報の周知化 

   イ 会報の発行、 

   ウ ホームページの管理、運営 

   

 

 

 （４）文化部 

   ア 芸能大会、作品展、講演会、研修会等

の同窓会主催行事の開催 

   イ 会員のボランティア活動参加への 

     支援と福利厚生活動の助成 

 

 

 （５）健康スポーツ部 

   ア 体育祭及び各種スポーツ大会の同窓  

     会主催行事の開催と、これらの行事 

     の助成 

 

  

  

（6）同好会推進部 

   ア 同好会活動活性化の助成支援 

   イ 新規同好会設立に関する指導、支援 

      ウ 同窓会ガイドブックの発行 

   

第３章  同好会の組織・運営 

  （同好会の認定） 

第 4 条 会則においていう同好会とは、趣味・ 

    スポーツ等の会員同好会が、任意に組 

    織運営する団体で、本会の認定を得た 

    ものとする。 

 ２  本会による認定には、次の条件を満足 

    する事を要する。 

 （１）本会の目的、事業に合致すること。 

  (２） 本会の規定する登録申請書（会の名称・ 

    設立年月日・代表者名、会員数、年間 

    予定行事を記載し、会則、名簿を付す） 

    を担当部に提出すること。 

 

  （助  成） 

第 5 条  

１ 担当部は、関係同好会の活動を支援・ 

   助成する。 

 ２ 同好会は、担当部の運営、行事開催等 

   に参画する。 

 

  （所  属） 

第 6 条  
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１ 同好会は第 3 条第(6)号の部に所属する。 

 ２ 新設される同好会も第 3 条第(6)号に 

所属する。 

     

  

 

  第４章   慶弔規定 

 

 （慶弔の表示） 

第 7 条  

１ 会員に慶弔のあったとき、本会の祝意、   

   弔意の表示について次のとおり定める。 

 （１）会員が米寿及び白寿を迎えたとき、記 

    念日を贈り祝意を表する。 

 （２）会員が死亡したとき、弔電を贈り弔意 

    を表する。 

 ２ 本会の発展のために寄与した会員の死 

   亡したときは、部長会に諮り、弔意方  

   法を定める。 

 

 （会員の表彰） 

第 8 条 会員が本会の発展のために寄与したと 

    きは、部長会に諮り、総会において表 

    彰する。 

 

  第５章   会  費 

 （会員の年会費） 

第 9 条 会員は、年会費 1,200 円を年度当初に 

    納入しなければならない。 

 

    付  則 

 

１ この細則は、昭和 63 年 4 月 1 日より実 

    施する。 

  ２ 平成 2 年 4 月 1 日一部改正 

  ３ 平成 3 年 4 月 1 日一部改正 

  ４ 平成 4 年 4 月 1 日一部改正 

  ５ 平成 9 年 4 月 1 日一部改正 

  ６ 平成 11 年 4 月 1 日一部改正 

  ７ 平成 12 年 4 月 1 日一部改正 

  ８ 平成 13 年 4 月 1 日一部改正 

  ９ 平成 17 年 4 月 1 日一部改正 

       （同窓会名変更など） 

  10 平成 18 年 4 月 1 日一部改正 

       （年会費条項追加など） 

  11 令和 4 年 4 月 1 日一部改正 

    （同好会推進部設立等） 

    （2023 年度より協力会員制廃止に伴い 

     評議員は理事となる） 

  12  令和 5 年 4 月 1 日一部改正 

    （第 3 条各部の所掌事項） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

    

  

 

 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


